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平成２８年美郷町議会第１回定例会議事日程 

              （第 ３ 号） 

 

平成２８年 ３月 ４日（金） 午前 ９時３０分 開会 

順序 事           件 

１  会議録署名議員の指名 

 

２ 

 

議 案 質 疑 

議案第 ４号 美郷町行政不服審査会条例の制定について 

議案第 ５号 行政不服審査法の改正に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定について 

議案第 ６号 美郷町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定に

ついて 

議案第 ７号 美郷町議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に

関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９号 地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て 

議案第１１号 美郷町若者定住住宅条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

議案第１２号 美郷町小集落改良住宅条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 
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議案第２１号 過疎地域自立促進計画の策定について 

議案第２２号 工事請負契約の変更について（平成２７年度町道志君線道

路改良工事） 

議案第２３号 公の施設の指定管理者の指定について（集会所 １７施設） 

議案第２４号 公の施設の指定管理者の指定について（共栄集会所、野井集         

会所、石見集会所） 

議案第２５号 公の施設の指定管理者の指定について（君の谷農村塾、君の         
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議案第２６号 公の施設の指定管理者の指定について（青杉森林センター、

千原コミュニティセンター） 

 

 

３  議案の委員会付託 
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（開  会  午 前  ９時 ３０分） 

●西嶋議長 

おはようございます。 

全議員、出席であります。これより、会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめ、お手元に配付してあるとおりであります。 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、会議規則第１２７条

の規定により３番・栗原議員、４番・藤原議員を指名いたします。 

日程第２、議案の質疑を議題といたします。これより、議案第４号から議案第１２号、

議案第２１号から議案第２６号までの質疑に入ります。なお、議案第１３号から議案第２

０号までの予算案につきましては、本日の午後と７日に開催する予算特別委員会で審議

する予定でございます。 

それでは初めに、議案第４号に対する質疑から入ります。 

質疑は、ありませんか。 

●西嶋議長 

６番、山本議員。 

●山本議員 

これは、どうでもいいというか、ちょっと気になるんで、あれなんですが、あのぉ、条

例の方はですねぇ、委員で互選で会長を置くということになっとるんですが、報酬が出る

とこは、委員長いうことになっとりまして、ちょっと、どっちかになるじゃあないか、名

前が違いやぁせんかと思いまして、表ですかねえ、報酬表のとこを見ると、あれは委員長

に１万、２万円か、ような格好になっとりますんで、どっちかに統一されるか、どっちか

が間違いなら、整理されるがいいんじゃないかと思います。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

これは、どちらかに統一させていただかなければ、ならないというふうに思います。 

審査会ですので、会の長は会長でありますけども、それぞれの委員につきましては、委

員で、それを束ねる長は、委員長ということでございまして、使い分けをではありません

かのどちらかに統一させていただきたいと思いますけども、条例改正が伴いますので、当

分の間、このままでおかさせていただいて、機会を見まして修正をさせていただきたいと、

統一させいただきたいというふうに思います。 

●西嶋議長 

他に、質疑はありませんか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 
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●渡邊総務課長 

再度、答弁させていただきます。これにつきましては、どちらかに統一するように修正

をさしていただきたいと云うふうに思いますので、追加議案上程の時に、よろしくお願い

たします。 

●西嶋議長 

修正。はい、よろしいですか。 

（了承の声） 

●西嶋議長 

はい、それでは、議案第４号の質議を終わります。 

続きまして、議案第５号に対する質疑に入ります。 

質疑は、ありませんか。 

●西嶋議長 

１０番、簱根議員。 

●簱根議員 

この条例の改正、改正後の方の１９頁なんですが、「その賦課金を受けた日から３０日

以内に町長に対して、異議を申し立てることができる」を現行改正後は、「その賦課金を

受けた日から、３月（さんつき）か、３月（さんがつ）か以内に、町長に対して審査請求

を求める」とありますけど、３ケ月（さんかげつ）ではないんでしょうか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

これあのぉ、条例の作り方の、表現の問題だと思いますけれども、あの３ケ月という表

現は、普通、通常法令上には表現ありませんので、３月（さんつき）という表現をするこ

とになっております。 

●西嶋議長 

１０番。 

●簱根議員 

説明で、３ケ月と言われたもんで、どう言う事かなと思って聞きました。はい、失礼し

ました。 

●西嶋議長 

６番、山本議員。 

●山本議員 

まずあのぉ、条例の方で、第４条の、この中にあります短時間勤務職員というのは、ど

ういうものなんでしょうか。専門職を採用するということで、こういうことはあり得るだ

ろうと思ったんですが、この短時間、短時間勤務職員というのは１日に８時間労働はせず

に１時間、２時間で終わるということなのか。例えばネットで向こうで、１時間ほど作業
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して終わりということなのか。 

そのことを１つと、もう１点は、その次のあとの「特定任期職員には次の給料を適用す

る」というのがありまして、１級から７級まであります。大変な金額の差があるんですが、

この格付基準で、例えばどういうのをした時に。 

（違う議案との声） 

●山本議員 

うそだろ、違ごうとった。次のだった。すいません。間違っていました。 

●西嶋議長 

おかしいのぅ思うて。 

今、議案第５号について、質疑をやっとります。 

５号については、ございませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第５号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第６号に対する質疑に入ります。 

質疑は、ありませんか。 

●西嶋議長 

６番、山本議員。 

●山本議員 

今、言ましたことでございまして、いうとおりでございまして、最後の表の格付もちょ

っとひとつ合わせてお願いしたいというふうには思います。なんか基準が設けられてい

るのか。例えば、どういう職種の時には、こういうものをするとかいうのが、ちょっと分

かればお願いしたいと思います。想定されたものがあれば。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

最初に４条第１項の短時間勤務職員ということでございますけど、具体的な例として

は、ちょっと思い当たりませんが、とにかく時間的に、１日の勤務ではなくて、時間的に

短時間で勤務を必要とする専門的な知識を持った職員ということを想定しております。 

それから７条の方の特定任期付職員でございますけど、この７条の職員の給与格付に

つきましては、第２条第１項がこれに該当します。高度な専門的な知識経験または、すぐ

れた識見を有するものということでございまして、かなりこれは専門、高度な知識、例え

ば弁護士とか法律の専門家とか、ドクターとか、色んな高度な知識経験、知識を持った方

ということを想定しております。それで、号級の格付につきましては、決まってはおりま

せんけども、その時の運用で格付をさせていただくということになります。 
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●西嶋議長 

４番、藤原議員。 

●藤原議員 

今、専門的知見を有する方という中で、弁護士であるとか医者とかいうことを言われま

したけど、そういった職務内容を想定してのこれは条例な訳だと思うんですけど、それ以

外のところで、なんかありますか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

この度の当初予算の中でも、予算化をさして頂いているところでありますけども、バイ

オガス発電の技術者というふうなことを想定をしたものでございます。 

●藤原議員 

１番、原議員。 

●原議員 

今の関連ですけども、バイオマスガス発電の技術者ということになればですね、町がそ

の技術者を雇って発電をするということですか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

企業の方の側におきましては、プラントの建設及び発電事業ということでありますけ

ども、その燃料に当たりますチップの提供につきましては、町が集材施設を作り、町が粗

方の乾燥施設を作って提供するということになろうというふうに思いますので、そうい

う意味で、なかなかの乾燥技術が非常に難しいというふうに言われておりますし、森林技

術の情報につきましては、残念ながら美郷町役場の職員では、中々十分ではないというこ

とがございますので、そういったようなことを想定しまして、このままでは中々事業推進

というのが、そう容易ではないということで、そういう難題にこう直面したときには、そ

ういった方の技術的な支援を受けないと、なかなか前には、進んでいけないというふうに

判断してものでございます。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

森林的な専門職員というような言い方をされたと思いますけれども、その山のことを

よく知っている方が、まあ色々森林組合の職員さんであれば、当然であるし、まあ行政の

中で言えば、森林担当、長い森林担当しとるものはですね、ある程度のことも分かってい

るというふうに思いますけれども、その中でそういった知識がですね、高度な知識に当た

るのか。専門的な知識にあたるのか。そういった他の職種も含めてですね、全くこれでは、
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基準というものが見えないというふうに思いますね。 

ということになれば、何をもって、その人は採用される時点で、この条例に当てはめて

ですね、そして、またこの７条当てはめて給与の格付をしてくのか。いうところをもっと

明確にされるべきじゃないかというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

当然そういう経験を有する人でありますので、従前、前年の給与とかというふうな参考

にすることができるデータもございますので、そういうものを参考にしながら、この号給

表に当てはめていくというふうに考えております。 

●西嶋議長 

３番、栗原議員。 

●栗原議員 

７条４項のところをお聞きをします。任命権者が、特定任期付職員の内、特に顕著な業

績を上げたと認める職員にはという、ここに項目がございますが、これ一応業績を上げる、

まあ顕著ということで、これ職員を採用したいうことになりますと、こりゃあ当然その業

績を上げるというのは、当たり前のことではなかろうかと思いますが、どのようなところ

を言っとるのか、お聞きをしたいと思います。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

まだそういうふうな具体的な想定はしておりませんけれども、この任期付職員につい

ては、他の自治体のおいても前例がございまして、様々なことが想定されるということで、

他自治体における事例も参考にしながら、この条例は策定をさせていただいたものでご

ざいまして、現時点において、先ほどのご指摘の件につきましては、美郷町においては、

まだ想定をしておりません。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

この特定任期付き職員でございますが、第７条のですね、ああ第８条ですか、適用除外

等が書いてありますけれども、一般職員とは比較して、こういった手当等は出さないよと

いうことだろうというふうに思いますけども、その中でですね、１２条の通勤手当とかで

すね、１８条の期末手当は、これはここに載っていないということになれば、ここの部分

については、支給をされるということなんでしょうか。もし、そういったことになればで

すね、今現在おられる期間付きの雇用、いわゆる嘱託職員もそうですけども、それがその

方々との整合性というものがですね、いかがお考えなのかということをお聞かせ下さい。 
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●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

恐れ入ります。７条以降ですね、これを特定任期付職員の定めについて、定めたもので

ございます。特定任期付職員、高度な専門的知識ということでございまして、今、副町長

の方の言葉にありました、答弁にありましたバイオマスガス化発電の関係、これは特定任

期付職員には該当しないというふうに考えております。第２条の方の専門的な、第２条２

項のですね、専門的な知識経験を要するという方に該当するというふうに思ってます。 

ですから第２条の方の、いわゆる高度な専門的特定任期付き職員ですと申しますけど

も、その方につきましては、給料も当然この表にあります一般的な給与よりも高いものを

設定しておりまして、その分、諸手当については除外する。給与、一般職員の諸手当は設

けないということでございまして、今想定しております任期付職員といいますのは、第２

条２項の方の方でございます。この給与につきましては、これも規則で定める職員給与の

中で運用して行くということになります。 

●西嶋議長 

１番いいですか。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

もう一度ですね、ちょっとその２条と２条２項、で、バイオマスに関しては、今言われ

るバイオマスの職員に関しては、２条２項の適用だというようなことでございますけど

も、この差をですね、もう一度ちょっと詳しく教えていただけませんでしょうか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

高度な専門的な知識、第２条第１項の方は、まあかなり町が短期間に必要とする知識を

有するもの。まああるかないかは別といたしまして、例えば訴訟が起こった時に、今の私

が最初に例で出しました弁護士を必要とする。そうした知識を必要とする方を短期間に

雇用した方が能率的、効率的という場合に、その第２条第１項の方の職員の雇用というこ

とになります。 

第２項の方は、今具体的なこととして、バイオマスガス発電、森林調査等に必要とする

知識、あるいは経験を持たれた方とういう、ちょっと知識経験がかなり差のある、かなり

といいますか、差のある方、或いは資格を持たれた方という位置づけで差をつけておりま

す。 

●西嶋議長 

１番。 
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●原議員 

この７条にある給料表、それと第２号の１項の職員に対する給与体系と２項に対する

給与体系の差はいかがでしょうか。 

●西嶋議長 

お諮りします。 

ここで、暫時休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

暫時休憩といたします。 

再開は、１０時１５分といたします。 

 

（ 休憩  午前  ９時５５分 ） 

（ 再開  午前 １０時２２分 ） 

 

●西嶋議長 

再開します。最初に、総務課長が１つ訂正したいということですので、これを許します。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

第８条の適用除外規定の中で、特定任期付職員の除外規定の中で、手当は出ないという

ふうに申し上げましたけども、期末手当それから通勤手当については、適用除外に入って

いないということでございますので、訂正をさせていただきたいと思います。 

それから、第２条の第１項のいわゆる採用職員と、第２項の職員の違いというところで

ございますけども、これにつきましては、再三申し上げている部分と重なりますけども、

第１項については、高度な専門的な知識を有しておるということで、給与表として、ここ

に第７条に給与表を掲げておりますけども、いわゆる給与表ではありますけども、いわゆ

る位置づけ的には、報酬的な位置づけではないというふうに考えております。 

この額につきましては、国基準等を参考にして条例に定めておるものでございます。合

わせまして、第２号の専門的な知識経験を有する職員につきましては、先ほど答弁さして

いただきましたけども、一般職の給与表の中で、適用。その前歴、あるいはその知識など

を加味しながら、格付をしていくという扱いになりますので、答弁させていただきます。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

今、一般職の給料というようなことがありましたけれども、そこで前歴を勘案して、格

付をしていくということになれば、一般職員が採用になった時と同じような条件をもと
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にですね、格付をするということなんでしょうか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

言葉が十分、不足しておった部分があるかと思いますけども、そうではございません。 

一般職と同じく格付方法ではございません。あくまでも、その知識等を勘案しながら、

運用の中で、町長の方で決定していくということでございます。 

●西嶋議長 

はい。５番、岩根議員。 

●岩根議員 

ちょっと私が理解しにくいのがですね、ほいじゃあこの条例は、どこを想定にして作ら

れているんですか。何を前提に、この条例が必要なのか。そこをちょっと聞かせていただ

けますか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

先ほど休憩前のとこで、副町長の答弁ありましたとおり、バイオマスガス発電のための

森林に関する知識を持った方、調査のために必要だということで、その職員の雇用を前提

にした条例化でございます。 

●西嶋議長 

５番。 

●岩根議員 

そいじゃこれは大体バイオマスに関する部分でやられていると、こういうことですけ

ども、まあ答弁の中に医者の話が出たり、色々ありますけども、これはあくまでも、バイ

オマスという考え方でとらえるならですね、ほいじゃあ、別表７ですね、この表、給与表

ですか、これをですね、もう少し具体的にですね、どの職種が、これの１号から７号まで

は入るのか。そこの表をつけてですね、明確にされたらどうですか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

この７条につきましては、あくまでも、私先ほど例を出しましたのは、医師とか弁護士

とかいう例を出しましたのは、分かりやすく、ご説明させていただくために、その職種の

例を出しただけでございまして、決してその職種に限ったそれを想定したものでもござ

いません。 

それから７条の第２項、３項にその給与表にどの規則に当てはめるかという部分につ

いて掲げておりますけども、規則で、これは定めさせていただくことになろうかというふ
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うに思っております。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

あのまあ言われることは分かるんですけれども、この条例とですね、言われることの整

合といいますか、ほいじゃあ第２条第２項で採用する職員がですね、先ほど課長が言われ

た一般職の給料表を使うということは、どこで見れる訳ですか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

これは、条例自体が、一般職の任期付採用職員の採用ということにしております。です

から、基本的に行一表の給料表を使うということが、この条例の前提でございます。ただ

し、特定任期付職員につきましては、別途給与表、７条で設けて、手当等の除外規定を設

けておるということでございます。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

この条例自体がですね、特定の任期付職員の条例であるというふうに、私は思います。 

その中で、第７条でその職員に対する給料表をこれで適用しますよということが書い

てある。諸手当もこれは除外しますよ、これ以外のものは、適用するというように私は、

読む訳でございますけれども、もう１回聞きますけれども、ほいじゃあ２条に掲げている

職員、これは１項については、この表を使う。２号の職員については、さっき言われた一

般職の給料表の行１表を使うのか、行２表を使われるのか、医療職使われるのか、分かり

ませんけれども、それを使うという規定はどこにあるんですかということと、その根拠は

どこですかということをもう１回お聞きします。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

通常の職員につきましては、地方公務員法を基本として、１度採用するとですね、よほ

どの分限条項にでも適用しない限り、終身雇用ということになる訳でありますけども、特

定の目的を持った、特定のプロジェクトの推進のためにということで、これが任期付職員

の採用に関する条例準則というのがですね、国が示したものがあって、それに基づいて、

５年以内のプロジェクトの中で、特に高度な技術、経験を有するようなものが必要だった

場合には、こういったものを当てはめてやりましょうというふうな準則がありまして、こ

の度美郷町においては、バイオガス発電という事業を推進していくにあたって、中々一般

の職員の中で、これをこなしていくのはなかなか困難だということで、何かいいことはな
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いだろうかということで、色々調べておりましたら、任期付き職員の準則にあたりまして、

で、この度は、これを上程さしていただいて、この運用の中で、出来ないだろうかという

ことで、あくまでも事業の期間ということで、５年以内ということで定めがありますので、

あとは、年齢についても、ひょっとしたら６０歳を超えた人になるかもしれませんし、そ

ういった細かいことについて縛りが出来るだけないようなもので、高度な経験、知識を有

する人の採用が出来ないかということで、検討してこの条例に行き当たったわけであり

ますんで、そこの辺をご理解をいただきたいと。それで、その中で、１号については、あ

る事件に遭遇して、弁護士さんをずっと、この裁判の期間中、採用したらいいというよう

なことで、それについては、裁判に対する報酬ですよね。そういう意味合いで、報酬的な

ものが、２条の第１項と、それ以外のものについては２項については、一定期間職員に準

じた扱いで、過去の経験を参考にしながら、給与の位置づけをして、一定期間に美郷町の

仕事をお手伝いいただくということであります。 

３号については、今度は、別の場所に行って仕事をしてもらう場合とか、いうような事

を書いている訳でありまして、１号以外は、給料表適用ということになるというふうに思

います。２、３、４号については。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

ですから、総務課長さんの言われることも、副町長が言われるお考えというものは、趣

旨は理解出来るんですけども、さっきから言っておりますように、この条例がですね、こ

ういった７条で、給料表定めておる以上、第２条で採用した職員に対して、この給料があ

るというふうに私は見えるんでが、そこは違いますかね。その判断は。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

ちょっと、私どももですね、準則の解釈のところで、色々見ておる訳でありますけども、

これはあくまでも第２条の１号に関して、適用というふうなことにしないとあまりにも

給料表のこの中身がですね、単純でありますんで。あくまでも報酬を対象とするような位

置づけじゃないかなというふうに私は理解をしております。 

●西嶋議長 

はい。１番。 

●原議員 

そういうふうに言われれば、こっちもそういうふうにとるわけでございますけども、あ

くまでもこれ条例ですんで、そこら辺は、やっぱりはっきりした根拠というものがないと

いけんと思うんですよ。その辺はいかがでしょうか。 
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●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

第６条をご覧いただきますと、そのことをはっきりさせることが明示してあるという

ふうに理解しております。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

第６条については、臨時雇用の関係のですね、労働基準法か、労働法かわかりませんけ

ども、そういった形で、例えば５年以上継続でずっと採用しとるとですね、一般職員と合

わせて、勝手にクビが切れませんよとか、恐らくそういったような条項じゃないかと思う

んです。 

ですから、この給与とさっきの２条の採用職員との関係では、関係ないと思うんですよ。

まあ関係ないことはないですけども。給料表とは関係ないです。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

えっと、すみません。基本的にこれは一般職の任期付きではありますけども、一般職を

採用する条例でございますので、一般職の給与表を使うということでございます。 

そして、６条で、先ほど副町長答弁にありました例外として特定任期付職員、これはこ

の給料表ではなくて、別に第７条で設けるということを謳っておるものでございます。 

●西嶋議長 

特定任期付職員の定義はどこにあるんですか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

議長さんの質問に答えるんですか。 

●西嶋議長 

いえいえ、いえいえ。 

●渡邊総務課長 

同じことを申し上げますけども、一般職の職員を、任期付きではありますけども、一般

職の職員を募集すると、採用する条例でございます。ですから、一般職の職員ですので、

職員の給与に関する条例の給与表を使うということが基本でございます。それに対して、

第６条で、特定任期付職員は違いますよということ、別な表を使いますよということでご

ざいます。 
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●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

大変、私も見逃しとったんですけども、６条の方にですね、第２条１項の職員について

は、特定任期付職員とカッコ書きが書いてありますけども、これは、ここへ書くものじゃ

あないでしょ。と思いますね。２条のところに書いておくというのは、どうですか。あく

までも、この６条いうのは、任期の変更の条項ですから、ここで初めて出てくるんですよ。

２条１項の職員とはいうのは。まず、そのことが１つとですね、それじゃ一般職員の給料

表を使うということですが、先ほど全部の格付の適用に対してですね、前歴計算とか、そ

ういったものは、適用しないというように言われたんですが、今回のこの２条、するんで

すかいね。するにしても、２条１項の職員がそれを使ってどういうふうな格付けになって

いくのかということは、どこに書いてあるんですか。ほいじゃあ。２条２項の職員。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

格付ですか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

表題部で、ご理解をいただきたいんでありますけども、表題部にあくまでも、一般職の

任期付職員採用に関する条例でございますんで、表題です。はい、表題のとおり。ですか

ら、一般職で職員採用するんですが、永久じゃありませんよと。５年以内の任期で採用す

る職員についての条例で、そういうことでその中で、その職員についての定義が、その第

２条の第１項から第４項まである訳でして、ですから、すべて職員の給与に関する条例と

いうのが条例でございますけども、それが基本にある訳ですが、それの適用除外という形

の中で運用していくという条例がありますんで、ご理解をいただきたいというふうに思

います。 

●西嶋議長 

はい。６番、山本議員。 

●山本議員 

それで必要だということも理解出来ますし、あれなんですが、一般職ということになり

ますんで、そういうことになりますと定数条例との関係はどういう扱いになるんでしょ

うか。 

これ一般職ということになりますと、定数条例の中で制限が定められております。定数

条例をあれするんですか。これはカウントに入るんでしょうか。その辺りちょっとお聞き

したいと思います。 
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●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

この職員定数は定めることになっておりますけれども、現在の職員定数というのは、美

郷町におきましてもですね、職員の適正化に関する目標を定めてやってるということで、

定数そのものについてはですね、現在は、明らかなもの、定数についての定めは行ってお

りません。 

したがいまして、その現在の実数というのは、美郷町の場合には、９８名という定数。

その１名の早期退職をございましたので、現時点におきまして、９７名という職員で運用

しておりますけども、あくまでも期限付きでありますので、新たに２７年で、適正化の目

標については終了しておりますんで、２８年に新たな目標を掲げて、定数管理はやってい

くというふうにしておりますので、その中で、この任期付職員についても定数内という形

で、管理をしてまいろうというふうに思っております。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

ちょっと今の定数の問題のなんかご答弁に対しましても、なんかちょっと違和感があ

るんですけれども、もう１回、ほいじゃあ整理して聞かせていただきます。２条１項の職

員については、第７条のこの給料表を適用する。２条２項の職員については、一般職員の

給料表を適用するいうことでよろしいですか。 

●西嶋議長 

番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

原議員、ご指摘のとおり、第２条第１項につきましては、第７条の給料表を適用します

けれども、第２条２項から４項までの職員につきましては、一般職の給与を適用するとい

うことでございます。 

ちょっと私、先ほどちょっとご答弁申し上げまして、定数管理は行っていないというこ

とを申し上げましたけども、職員定数につきましては、現在１１１という職員の定数の定

めがございます。１１１です。一般職じゃなくて、職員定数です。すべて合計をした職員

定数は１１１となっておりますけれども、実際には職員の適正管理に関する目標を定め

ておりますんで、それに基づいて９８名という目標を掲げてやっておりまして、現在９７

名という状況でございます。 

●西嶋議長 

１番よろしいですか。 

●西嶋議長 

１番。 
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●原議員 

で、あるんなら、もう一度聞きますけれども、２条２項の職員の格付けはどのようにさ

れる訳ですか。 

●西嶋議長 

はい。番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

職員は、経歴を勘案をして、格付けを行います。これはあくまでも、経験に基づく格付

がありますんで、あくまでも運用面で、基準を定めてその範囲内で、格付けを行っていく

ということでございます。 

●西嶋議長 

はい。１番。 

●原議員 

ということになればですね、先ほど副町長も言われますけども、６０を過ぎた方の採用

もあり得るというようなことを言われましたけれども、そうなるとですね、それを一般職

員の採用と同じように格付をしていくとですね、経歴換算をしていくと、おそらく、今お

られる職員さんよりも、課長さんよりも、高い給料をお支払いする場合も出てくるんじゃ

ないかというふうに思います。で、そこら辺の一般職の給料を使うということでございま

すけども、私はこれ準則なんかちょっと見ていないんで、僕の私的な考えで大変申し訳な

いんですけども、これは、高齢者の再雇用、退職者のですね、再雇用の関係の準則をもと

にされてやられた方がですね、まだ現実味があるような気がするんですけども、このまま

任期付き職員だといいながらも、３年だ５年だという任期もあるわけですから、そこら辺

も考えてですね、このままこの条例を適用していくと、何がなんか分からんけども、臨機

応変に、ほいじゃあ格付しとけーやみたいな、大変失礼な言い方ですけども、いうふうに

とられかねない場合も出てくるようなこともあろうかと思います。そういったことがあ

ってはいけないというふうに思いますので、精査をされた方が、いいと思いますけれども

いかがでしょうか。 

●西嶋議長 

はい、番外、副町長。 

●樋ケ副町長 

当然、ご指摘をいただいたことについては、再任用、６０を過ぎた方につきましては、

再任用という形もある訳でありますんで、そこら辺については勘案をするというふうに

考えております。再任用職員の場合には、一般職の場合には、退職時の７０％程度という

ふうなことで、言われておりますので、そういったようなことは、当然勘案をして考えて

おります。 

●西嶋議長 

１番。 
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●原議員 

というふうになればですね、ますますこの条例の不備といいますか、はっきりしない部

分が出てくるんですよね。やはり、そいじゃあ一般職員の給与格付のところに、その再任

用のことが、私も勉強不足なんですけども、ありますか。 

●西嶋議長 

はい。番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

再任用職員につきましては、職員の給与に関する条例の中に、再任用職員の給与が謳わ

れてございます。これ申し上げますと、現在、改正前の本議会でお諮りしております改正

前の金額になりますけども、１番低いところで、２９万３８００円が再任用職員の給与に

なっております。ただ、この度の職につきましては、一般職の給与に関する条例を使いま

す。それにその格付に辺りましては、一般職と同じ美郷町職員の初任給昇格昇給等の基準

に関する規則に当てはめることになろうかというふうに思っております。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

初任給の格付、それから昇格の基準、これはどのような形になっていますか。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

この中に、特殊の職に採用する場合の号級という定めがございまして、特殊な技術、経

験等有する職に採用する職員につきましては、町長の承認を得て、号級を決定するという

定めになっておりますので、そういうふうになろうかというふうに思います。 

●西嶋議長 

よろしいですか。 

（はいとの声） 

●西嶋議長 

ではここで、議案第６号の質疑を打ち切ります。 

続きまして、議案第７号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

●西嶋議長 

１１番、佐竹議員。 

●佐竹議員 

これは、今回の改正にはちょっと関係ありませんが、公務災害の場合、私も前おった時

に、通勤経路、通勤の方法、色々届出を出してしておりましたが、現在、そういう届けは

議員の方からは、どうも出てないというふうに聞いておりますが、その点いかがでしょう
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か。 

●西嶋議長 

お諮りします。 

ちょっと執行部の方で、調査する必要があるそうですので、暫時また休憩に入ります。 

再開は、１１時１５分とします。 

 

（ 休憩  午前 １０時５４分 ） 

（ 再開  午後 １１時 ７分 ） 

 

●西嶋議長 

それでは再開します。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

先ほどのご質問でございますけども、通勤経路の届出をしていないが、公務災害補償の

方の対象に議員さんの方通勤途中の事故等がなるかどうかというご質問であったかとい

うふうに思います。これは届け出は、必要ございませんが、通常の通勤といますか、当庁

の範囲、あるいは調査等の範囲の活動における事故等については、公務災害補償の対象と

なります。 

●西嶋議長 

はい、１１番。 

●藤原議員 

要するに、ここに、例えば、議会に出席するということで目的がそれであれば、例えば

ですよ、私が夜飲んで、大田で泊まって、こっち来て、途中で事故したという場合でもな

るということ。ならない。 

●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

そうした場合、色んなケースがあろうかと思いますけども、例えば公務で、泊まらざる

を得えなかったという場合、そしてその泊まり先から、こちらにおいでになる場合等は、

対象なるかもしれませんが、その時のケースあるいは事情によって異なる判断をさせて

いただく、判断ということになろうかというふうに思っております。 

●西嶋議長 

１１番。 

●佐竹議員 

要するに、柔軟に対応してもらえるということで。 
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●西嶋議長 

番外、総務課長。 

●渡邊総務課長 

柔軟に規律正しく判断させて頂くことなろうかと思います。 

●佐竹議員 

分かりました。 

●西嶋議長 

他にありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第７号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第９号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第９号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第１１号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第１１号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第１２号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第１２号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２１号に対する質疑に入ります。 

質疑はありますか。 

●西嶋議長 

２番、福島議員。 

●福島議員 

過疎計画のページ、３３ページ、１１行目でございます。過疎に住む者として、非常に

大切に思っとるのが、給油所の維持でございます。ガソリンスタンドがなくって、中々大

変私たちも苦労しておるところでございます。この１１行目にはですね、給油所の維持に

取り組みますとございます。何をどうされるのかなと。また、現在給油所は町内に何カ所

あって、これを最低何件ぐらい保っていかなければならないとお思いなのか。そしてまた
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その最低何件ぐらいを持っておこうということのための方策は、何かお考えでしょうか、

お伺いいたします。 

●西嶋議長 

番外、企画財政課長。 

●窪田企画財政課長 

まず、現在の給油所の数でございますが、臨時的な開店といいますか、営業を含めます

と４件というふうに思っております。で、現在のところ、この給油所の維持ということで、

もご存知のようにもう既に、３店舗、たしか廃業おられると思っております。まあこの維

持に当面は努めるということになると思いますし、現在、臨時的に開店しておられます１

件につきましてもですね、これはどうも個人委託という形でやっておられるようでござ

いますので、これについても、引き続き何かこちらの方で支援が出来ることがあればとい

うふうには考えておりますけれども、大変申し訳けございません。維持をといいうところ

で、現在ところはまとめてさしていただいております。 

●西嶋議長 

他にございませんか。 

●西嶋議長 

６番、山本議員。 

●山本議員 

えっと１点ほどは、お願いでございます。ちょっと個人的には申し上げておいたんです

が、新たに付け加えた箇所について、アンダーラインなりなんなり引いていただくと、非

常に我々としては、これまでの計画からこういう新しい考えが、新しい取り組みを計画さ

れたんだということがよく分かりますんで、もし可能ならば、アンダーラインを引いたも

のを資料としていただきたいというふうに思います。もう１点はですね、１９ページにあ

ります外国人観光客いうのは、これは前からあったんでしょうか。特に強調されたんで、

新たな取り組みだろうというふうに私は感じ取ったんですが、具体的に外国人の観光客

を取り組む方策について、観光協会等で計画をしていくと、また、こういうおもしろい取

り組みがあるんだよとかいうものがあるのかないのか。その辺りを１点お伺いしたいと

思います。 

●西嶋議長 

番外、定住推進課長。 

●岡先定住推進課長 

ご質問の外国人観光客に関する取り組みでございますけれども、最近報道でもありま

すように、外国からの観光客が国内増えております。そういった中で、島根県におきまし

てもインバウンドというところで、外国人の観光客の増加という計画が諮られておりま

すし、それからパンフレットにつきましても、英語版でありますとか、韓国版、そういっ

たものを外国人向けの日本の今までのパンフレットを単に訳すだけではなくて、外国人
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向けのちょっとうけのするようなものに作ったりという取り組みをされております。 

そういった中で、美郷町におきましても、そういったインバウンド、まあ外国人の名の

知れた観光地というのはない訳でございますが、色々町歩きでありますとか、そういった

ところで、そういったことに興味を持たれている外国人の観光客もおられるというとこ

ろで、そういったパンフレットを外国人向けにするとか、そういった取り組みを考えてお

ります。 

●西嶋議長 

アンダーラインの件は。 

●西嶋議長 

番外、企画財政課長。 

●窪田企画財政課長 

先ほどの山本議員のご質問。外国人観光客のインバウンドを見せた取り組というのは、

新たに付け加え、追記したものでございます。それと、アンダーラインについては、申し

訳ございません。全協の段階ではそれをする予定でございましたが、申し訳ございません。

実は、私が持っている資料は、そこが赤字になっておりましてですね、それをお送りせず

に、原稿そのままお送りしたもので、大変申し訳ございませんでした。以後、本会議の議

案としての提出は、無理かもしれませんが、全協等の資料には、そういった形で、出来れ

ば新旧対照表みたいな感じで、分かるような形でお示ししたいというふうに思います。 

●西嶋議長 

５番、岩根議員。 

●岩根議員 

４８ページのですね、地域包括ケアシステムの構築ということでありますけれども、こ

れは現在ですね、取り組みが進んでいるのか。これも新たにやられるのか。それで特に地

域ケア会議というのを開催して、云々というのが出てますけども、ここら辺のいきさつち

ょっと教えていただければと思います。 

●西嶋議長 

番外、健康福祉課長。 

●木川健康福祉課長 

岩根議員の地域包括ケアシステムのご質問についてご説明いたします。地域包括ケア

システムにつきましては、今年度、それから来年度、主に来年度になりますが、ここに書

いてありますように、高齢者が可能な限り、住み慣れた地域で、自分らしく自立した生活

を送ることができるように、医療介護、住まい、日常生活支援、介護予防が一体的に提供

されるシステムの構築を目指していく予定にしております。で、地域ケア会議につきまし

ては、今年度、３月の末に開催を予定しております。以上です。 

●西嶋議長 

他に質疑はございませんか。 
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●西嶋議長 

はい。１０番、簱根議員。 

●簱根議員 

２０ページでございます。にぎわいのある商店街づくりということで、町長の所信表明

にもあったように、プレミアム商品券、商品券の発行をされると、喚起を図って参るとい

うことで、プレミアム商品券を発行されることとなっておるようでございますが、昨年ア

ンケート等々とられましたけど、今年度の発行状況というか、どういう方法で、されるの

かということをお伺いします。でございます。 

●西嶋議長 

番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

プレミアム商品券の発行は、２８年度過疎計画の中では、２９年度、３０年度まで継続

をしております。２６年度に最初やっておりますので、５年間というスパンで考えました。 

で、諸報告の資料にも付けておりますけども、アンケート調査の今、集計が出来たとい

うところで、添付させて頂いております。あの中でのご意見は、数は、意見に対して１個

というところで、どれが多いとか少ないとかいうところは出来てないわけですけども、そ

の中で、次回の商品券発行に改善していく点があるのではないかなと。 

まあ出来ることと、出来ないこととありますんで、そこら辺を商工会等とも相談しなが

らですね昨年は２回に分けてやったということで、そのこともアンケートのことに書い

てありましたので、そんなことをももう少し工夫をしていく方法を考えたいと思ってお

ります。 

●西嶋議長 

１０番。 

●簱根議員 

色々と商工会等々検討されて、町民の皆様が使いやすいというか、利用者しやすい商品

券の発行をしていただきたいと思います。以上です。 

●西嶋議長 

３番、栗原委員。 

●栗原議員 

２５ページ、これ道路網整備の方で、ちょっとお伺いをします。３０分都市連携軸の充

実というが、ここにございますが、これ大田市、三次市と中心部から３０分で結ぶという

ことがございます。これ、かなり三次側、三次市側ですか、これ道路整備が進んでおりま

すといいますか、おろうかと思いますが、この三次側のいちおう２車線、まあ全線２車線

ということを、前からかなりこちらの方にも連絡をいただいておるようですけど、大体こ

れはいつ頃に大体完成するものか、分かっとる範囲で結構です。 

それとこれの中にあります、観光レクリエーションなどにおける交流人口の拡大とい
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うことがこの中にございます。それはどのようなことをちょっと想定をされておるのか。

そのこともお聞きをしたいように思います。 

●西嶋議長 

番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

国道３７５号なんですけれども、これは最近と言いますか、２年くらい前ですが、同盟

会等で三次さんともお付き合いがございますので、その中で、直接、向こうの建設課、建

設担当の部署の職員とですね、たまたまちょっと色々な話をする会があったので、話をす

る中で、何とか美郷町としては、町内の道路改良は粛々と進捗をしていきょうるので、ぜ

ひとも三次市さんの方も、何とか並行してやっていただかないと、つながって初めて効果

があるというふうに話をした中でですね、三次市さんは、今の現道を正規の道路法に基づ

いた正規の道路にすると非常に金額が掛かるので、さしむき現道を利用した、まずは２車

線化をしたいというふうに話をされました。で、行く行くは、ご存知かとは思いますが、

急峻な美郷町とよく似てですね、川とそれから山に間を縫って行くような道路ですので、

非常に長大な法面が、おそらく出てくる可能性もあるので、将来的にはそういった部分は、

バイパスで、トンネルで抜きたいんだと。ただ、それは非常な事業量になるので、それを

目指しとったんでは、２車線の改良というのが、遠い話になってしまう。ですから、現道

の２車線で、その変わり、カーブは急な道になるであろうという話をされました。 

で、これが、ほいじゃあいつなるかということなんですが、今、粛々とですね、２車線

の工事がやっております。で、今そこに、大きな取水施設、堰があるんですが恐らくあそ

こがですね、最後の難所じゃないかなと思ってます。山が迫ってきておって、山を切るし

かないというところ。その辺の候補が、まだはっきり私の方も聞いてませんので、何年と

いうのはですね、中々今の段階では申し上げにくいかなというふうに思います。 

それから、もう１つ人口、こういったレクリエーションなどによる交流人口の拡大なん

ですけども、建設課、道路を造る側とすれば、まずは施政方針にも、ちょっとお話しして

いただきましたように、高速道路がああやって色々出来上がった中で、山陰と山陽を結ぶ

道と、国交省の浜田の工事務所長もおっしゃいますように、冬は雪が少なく非常に改良が

進んできたあかつきには、非常に利便性の高い道路であるというふうに話をされました。 

なので、一刻も早く２車線を改良して、実は三次市の交差点には、大型車通行止め、未

だにそうなんですが、何とかそれを早急に撤去できるような形に、県両方、島根県、広島

県に協力してもらって、何とかそれが解消出来るようにしていただくっていうのをです

ね、まずは第１にやっています。そうすることによって、高速道路を利用した方が自然と

流れとして、石見銀山なり日本海側に観光の交流人口が流れて来やすくなるようにとい

うことで、道路づくりとしてはそれを念頭に今考えております。あと、それに付随して、

まちづくりのですね、観光の交流人口の方にも、自然とつながっていけばというふうには

思っております。以上です。 
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●西嶋議長 

はい。５番、岩根議員。 

●岩根議員 

１８ページのですね、集落営農組織とサポート経営体の担い手育成という中にですね、

集落営農に変わるサポート経営体を設立し、ということが書いてありますけれども、これ

はどういうことを構想されているんですか。 

●西嶋議長 

番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

集落営農プラスサポート経営体というふうに思っておりますけども、集落営農組織が

できる地域はだいたい今年度で１５組織できました。で、来年度も２組織ぐらいのところ

が要望が出ておりますけども、段々と集落営農も組織できないところが出てくるんじゃ

ないかなというような危惧を思っております。 

それで、２年ほど前から邑智郡の町村とそれから農協、それから県央事務所辺りでそう

いう担い手の不在地域をどういうふうにカバーしていこうかというところを考えており

ました。 

そこの１つの言葉としては、サポート経営体というふうに書いておりますけども、担い

手不在者地域の農地を守っていく団体作っていきたいというふうな思いで、サポート経

営体ということを計画を掲げております。これからも議論をしていかなくてはならない

と思いますけども、どのような役割を担うのか、あるいはどのような形態をとるのかとい

うところは、これからの議論になろうかなと思っております。 

●西嶋議長 

５番よろしいですか。 

（はいとの声） 

●西嶋議長 

９番、黒川議員。 

●黒川議員 

４０ページの中で、その⑦ですか、生活困窮者ということで２７年に、法が成立したと

いうことで、町としても色んなそういう保護相談というのは、増加しているということで

ございますんで、今どの程度その相談、生活保護というかそういうふうな相談に来て、こ

れからどういうふうに進めていくのかっていうのをちょっとお聞きしたいと思いますけ

ど。現状とこれから。 

●西嶋議長 

番外、健康福祉課長。 

●木川健康福祉課長 

生活困窮者の相談件数の質問でございますが、大変申し上げありません。今、現在数字
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をちょっと手元に持っておりませんが、この生活困窮者相談事業につきましては、社会福

祉協議会の委託をしております。 

で、そちらの方に相談に来られた方の数字、ちょっと今把握しておりませんが、そちら

から町の福祉事務所の方の生活保護の相談に来られた方につきましては、今年度ちょっ

とはっきりとした数字は申し上げられませんが、３から５件程度あったかと思います。そ

れから今後の見込みといいますか、状況でございますが、実は、福祉事務所が美郷町にで

きたのが平成２１年。この時、世帯数としては５０世帯ぐらいありました。それから今現

在、それが３０世帯まで減少しております。ですので、その生活保護世帯につきましては

そんなにも増えてこないのかなという気はしておりますが、その前の段階のその生活困

窮者の相談、これは相当数あろうというふうに把握してますので、その生活保護に至る前

の部分での支援をこれから重点的といいますか、力を入れて行くべきかなというふうに、

私自身は思っております。以上です。 

●西嶋議長 

９番。 

●黒川議員 

そうすると、役場の方と社会福祉協議会の方と色々相談しながらやっているとは思い

ますけど、仕事をある程度作ってあげなきゃあいけないと思うんですけど、どういうふう

な仕事を、例えば提案とかそういうのをしてるかちょっと分からんですかね。 

●西嶋議長 

番外、健康福祉課長。 

●木川健康福祉課長 

仕事を作るということになりますと、雇用の関係になろうかと思いますが、その雇用の

相談については、今現在ありますその求人情報等をお示しをするという状況で、仕事をつ

くるということになりますと、産業関係、あと先ほどから話がでておりますバイオマス関

係、担当の課長の方が詳しいかと思います。以上です。 

●西嶋議長 

１番、原議員。 

●原議員 

ちょっと今、質問がダブってしまったんですが、生活困窮者に対しましては、やっぱり、

今黒川議員が言われるように、職が１番だと思います。生活するためのですね、収入がな

いと、やっぱりそこから脱却出来ないというような問題がありますので、ですが、そうい

った意味で、今までの中でですね、そういった働きかけで、何名ぐらいの方ですね、職の

例えば機能訓練、職の訓練に通われたとかですね、そういったものはあるんでしょうか。

実態として。 

●西嶋議長 

番外、健康福祉課長。 
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●木川健康福祉課長 

原議員のご質問でございますが、例えば、今年度ではないんですが、数年前に、生活困

窮者といいますか、保護受給者なんですが、車の免許を取りたいと。車の免許があれば、

その職につけるというようなケースがございまして、この方につきましては、保護費の方

で車の免許を取らせて、ある一定期間ですけどもその職に就けたというような事例がご

ざいます。中々その他の事例につきましては、今現在はないというのが実態でございます。

以上です。 

●西嶋議長 

１番。 

●原議員 

生活困窮からの脱却ということは、その辺が一番大事になってきますので、社協の方に

委託されておりますけども、その辺はやっぱり担当課として社協の方にもですね、しっか

りそういった働きかけもしてもらいたいと思いますし、そういったことで長期計画もで

すね、これが有意義なものになってくるというふうに思います。それと、もうひとつ、最

後に答弁は結構ですけども、やはり私の一般質問の時にも言いましたように、他の相談に

関わる部署というものはたくさんあります。そういったところとのですね、社協のこの生

活困窮者対策の担当との連携というものもですね、図るようにまたご指導もいただきた

いというふうに思います。 

●西嶋議長 

８番、安田議員。 

●安田議員 

ページ３１ページですね。道路網の関係になると思うんですけども、川本波多線の竹地

区の集落移転については、これは造成ですか、町の方でやられるということで進んではい

ますけども、ああやって補償がまだ成立していないのかどうか分かりませんけども、どう

いいますか、まだ何であっこ解かれのんかなというようなところもありますけれども、そ

こらの、これ県の方の補償なんかになると思うんですけども、この説明の時にも合わせて

市井原から多田ですか、川本の向けてのまあ調査費、トンネルのですね、調査費等もいう

話もありましたけれども、中々全体像と言いますか、が見えて来ない部分があるんで、そ

こら、もし分かればですね、ちょっとご説明をしていただきたいなというふうに思います。 

●西嶋議長 

番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

川本波多線であります。議員さんもご存知だと思いますが、今、橋台を作っております。 

あれは、２７年事業、一部繰越も入ったりなんかしておりますけども、２７年度で一応

橋台は出来上がる予定です。で、２８年度に上部工をやる予定です。で、合わせて、２８

年度に仮設道を付けて、ＪＲ側、今土ぅ盛っておりますけども、仮設道を付けながら、仮



-29- 

 

設道迂回させる間に現道を約、高いところで７メートルぐらい嵩上げするようになりま

すんで、嵩上げをしていきたいと。 

それと、竹谷の手前のあの山ですね、ちょっと法線が、ご存知のように橋台も山手に入

っていますんで、法線が入ってくるということで、山切りも出ます。その辺が２８年辺り、

２８年から恐らくですね２９ぐらいになるのかなぁと。山手の山切りは、実は、防護柵を

立てる関係で、ＪＲさんと協議をしております。なかなか、何でＪＲが離れておるんでと

思われるかもしれませんけども、電線がずっと山手にあるんです。あの電線を取っ払って、

そこへ防護柵建てる予定なんです。で、電線がＪＲ側の方に立つようになりまして、中電

さんが今ＪＲさんと協議をしてるんですけど、なかなか電線の撤去がですね、非常に調整

を、困難を要しておるということで、土木工事の方の設計が難儀をしとるんでは無しに、

ああいう協議関係でちょっと難儀をされとるみたいではあります。 

それから、もうひとつ住宅の家屋移転ですが、最近家が、きれいに１件なくなりました。

その手前にも１つあるんですが、実は宅地造成、今残っている家は、ほとんど今後宅地造

成をして、家を建てたいという方がほとんどです。でありますので、基本的には平成２９

年頃に道路が、嵩上げ等が出来上がった段階で、今度、造成に入ってきますのでまあちょ

っと、私の方のこの個人的な考えでは、平成３０年頃かなあと。これは地元の方にも、色々

な用地交渉とか、事あるごとに説明会がある時に話をしとるのが、平成３０年ぐらいに造

成が出来てその後半辺りというようなことなんですが、これもですね、予算がしっかりと

つけばなんですが、昨年の２７年度もちょっと思ったように国の方の予算、いわゆる島根

県におりてくる予算そのものが、１００％の満額で要望どおり来てないっていうところ

もありまして、なかなか割り当てが厳しいところがあります。でありますので、予算が要

求どおりにいけば、計画年度どおりいく可能性もあるんですが、中々そこの辺が見通しが

立ちにくいところが実際のところです。 

それからもう１つは、トンネルの関係です。これはもう確実に、土木部長がもう一声で

やるというふうに言われまして、次の年のこの２７年に予備調査費がつき、そして２８年

におそらく実施に、そのための用地買収等もこれから始まりますので、これは確実に出来

上がります。で、ただ、その竹から市井原の間ですね。これについては今、まだ青写真と

いう形です。橋の長大橋があります。島根県さんも一度着手をすると、おそらく数１０億、

橋については１００億、そういったスタンスの工事費になりますので、島根県さんの財政

的なものも考えながら、年度については決定されるんだろうと、その間に国交省との河川

協議、そして地元との調整をしながら、今、青写真なるものを正式な路線にして地元の方

にも提示したいと。 

で、合わせてこれは国交省さんにもお願いしておりますが、港地域は、宅地防災の予定

地になっておりますので、出来れば県道の改良に合わせて、宅地防災地域が１つでも解消

出来るようにということで、国交省さんと島根県さんと情報を共有していただいて、解消

地区が１つでも多くなるようにお願いをするということで、昨年からの色々な要望の折
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には、同じようなことを言っております。以上のことのようなことで、一応、年度とすれ

ば、先ほど申しました３０年を目指して、移転が出来るように頑張りたいというスケジュ

ールで思っております。以上です。 

●西嶋議長 

５番、岩根議員。 

●岩根議員 

今の道路ネットワークの関係ですけれども、この２５ページにネットワーク書いてあ

りまして、今、波多線の工事の関係は言われた訳ですけども、別府川本線、特にですね、

君谷、今工事やってますけども、迂回路なんか、そこに行くのにですね、何キロも先を回

っていかないと行けないと。こういう状況になってるのに、なぜここへ上げなかった理由。

これから先はやらないんですか。これ。聞かせて下さい。 

●西嶋議長 

番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

この中に、上げる上げないっていう問題もあるんですが、私どもの担当課とすれば、別

に投げとる訳じゃ全くありません。これは以前にもちょっとお話したんですが、格付の問

題がありまして、なかなかこの町道でない関係で、美郷町主導でどうのこうのがなかなか

言えないところがあります。ただ道路網の中へは、いわゆる幹線道を補完する重要な生活

道路という位置づけにはしてありますので、島根県さんはその生活道路中でも、また下の

ランクにされている訳ですから、この格付をどがあか変えてもらいたいっていうのが私

どものお願いで、島根県には言ってあるところです。なので、町として、町の全体として

はですね、道路網の整備で、別段、別府川本線という名称は上げてはないんですけれども、

道路網の整備の拡充の中で、整備の中でもちろん入れておる路線の、入っておりますので、

名称は、なかなかその改良促進という形では入らなかったんですけれども、道づくりの中

では、もちろん重要路線という位置づけは担当課としては思っておりますので、それは間

違いなく進めていくように思っております。ただご存知のように、今やっているような部

分改良しかちょっと今できない状態。で、その部分改良やるにしても、迂回路が非常に遠

い迂回路になって、地域の方々に迷惑もかけておりますし、非常にそれは分かってはおる

んですけれど、なかなか他に迂回路がない。だからこそ今やらにゃあいけんというのもあ

りますけれども、色んな住民の方に迷惑をかけながら、それでもああやって粛々と道路事

業を進めさせていただいとるということで、地域の方々には、非常に感謝を申し上げとる

んですが、ただ事業も進めていきたい。迷惑をかけながらでも、進めていきたいというふ

うに思っておりますので、地域の方々のご理解をより一層お願いしていきたいというふ

うに思っております。 

●西嶋議長 

はい。５番。 
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●岩根議員 

確かに私らが通ってもですね、非常に道が狭い。そのことによってですね、産業が停滞

してる。今、バイオマスの話が出てますけども、これについてもですね、林業の方ではで

すね、大型が入っていかないとこういう状況の中でですね、バイオマスはやるは、道路は

悪いは、いうことですとですね、地域の人は非常に困っておられる。 

で、見れば田んぼもですね、県道沿いはほとんど荒れていく。こういう状況になってる

ので、ぜひともそこら辺はですね、今課長が言われたようにですね、分かってますよと言

うんだが、これずっといつまでも論議をしていっても、ここにあがって来んことには、要

するに、どこかちょっとよそへおいといてという事だ。これ波多線だってそうですよ。同

じことを言う訳です。迂回路がない、何がない言うてもまだ波多線は、迂回路が多少なり

にもある。しかし、君谷はもう全く迂回路がない。そういうところに、大災害が起きたら

完全な孤立集落になっていくということがある訳ですから、そりゃあやっぱり、重点項目

の中で入れてですね、もし、県道で、どうでもいけんかったら、バイパスでも町単でバイ

パスでも付けるということでも、論議がされればいいんだけども、全くされてない。その

あげくの果て、この何年前か調査費で、２０００万ぐらいかあった分もその出たものにつ

いてもですね、やっぱりなんら地元へおりてない。僕は持って行ったんだけれども、地元

もですし、県の案も。それがほいじゃあどういう金を使って、そこまでやったかというの

は、要するにどっか１ランク下げて、物事を考えておられないんだろうかというのが非常

にあるんですよ。だから、このネットワークの中に、やっぱり入れてですね、町も何とか

ここぐらいまでやるんだというやはり姿勢を示してほしいんですよ。我々は。ですから、

聞けばこうですよと言われるけども、波多線をやるようだったら、なんで、川本別府線が

出来ないんですかという理屈になるわけです。ですから、そこらあたりもですね、しっか

り、これ入れて、論議をしていただきたいと同時にですね、やっぱり常にそのことを考え

ながら町もどうすべきかと、なかなかここは、県道で難しいところはバイパスでも付けよ

うかというぐらいなですね、取り組みをしてほしいと思います。まあひとつ、そういう面

をしっかりやって、行政をやっていただきたいというように思います。以上です。 

●西嶋議長 

番外、建設課長。 

●赤穴建設課長 

了解致しました。一応この町の過疎計画の中には、具体的な名称が上がっている訳では

ないんですけども、島根県さんと、島根県さんがいわゆる県内の市町とですね、道づくり

のまあビジョン、計画を作っております。で、その中に個別に美郷町については、こうい

った形っていう、その整備計画、まちづくり計画、その中の道づくりから考えたまちづく

りというもの、そういう計画書がありますんで、その中にはしっかりと別府川本線は入っ

ておりますんで、その文言の中にも、格付を将来的には、格付をしてもらいたいという町

の要望もしっかり入れておりますので、ですから、たまたまこの中には、具体的には国道
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３７５号についても、国道、県道というような形で、大ざっぱにやってありますけれども、

道路の計画としてはそれぞれ個別な資料の中で、また別の他の会議の資料の中で、しっか

りと上げておりますので、全くその頭から外れるようなことはなくてですね。その計画に

基づいて粛々と島根県さんと常に協議をしながら、事業展開をしていくように考えてお

ります。よろしくお願いします。 

●西嶋議長 

９番。 

●黒川議員 

１つ聞きたいですけど、産業の振興等の中で、この中で、内水面漁業とあって、この中

には、鮎、鰻。 

●西嶋議長 

何ページですか。 

●黒川議員 

１６ページ。すみません。その中で、２番で、産業の振興という中で、その括弧の中で、

内水面漁業ということで、鮎とか鰻とかそういうのがあるんですけど、これ、こう見てみ

ますと、町もそういうものに携わっていくって書いてあるんですけど、町とその江の川漁

協との付き合いというんですか、そういうどういうふうな方向でこういうのを策定して、

そういうものを産業として考えているのか。それとある程度町自体も江川に対して、そう

いうものを増やしていかなきゃいけんと思うんですけど、その辺はどう考えてますか。 

●西嶋議長 

番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

江の川の活用ということでございます。漁協等との絡みの中では、２８年度からは、多

面的水面という国の事業、これも町が一部を負担して、環境整備等にも、町が負担をして

いくということにもなっております。それからもう１つよくありますのが、川鵜の問題。

これについてもですね、鳥獣害被害と合わせてですね、漁協等との協力しながら、駆除に

向けての方策を考えてまいりたいと思います。具体的に、漁についてはよく分かりません

けども、そういう側面的な支援をしていくというふうに思っております。 

●西嶋議長 

はい。９番。 

●黒川議員 

そうすると今のとうで、内水面のとこで、県一円になって話し合いしてると思うんです

けど、この中に、例えば干し鮎とか、そういううるかとか作る、特産品を作るには、これ

絶対的に川の清掃っていうか、色んなもの、瓦礫とか撤去して、川をきれいにしていかな

いとそういものは出てこないと思います。それと非常に今困ってるのは、このブラックバ

スとか、ブルギーとか非常に困っていて、今おっしゃってるその川鵜の問題ですけど、猟
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師に頼んで、その川鵜の駆除してもらってるんですけど、もうちょっとこう町として、こ

れもうちょっと取り組むかしていかないと、だんだんだんだん鮎とか、そういう蟹とかい

うのが、だんだんおらんようになるような気がするんですけど、その辺はもうちょっと本

気になって考えていただいて、取り組んで、考えていただいて、していただければと思う

んですよ。どんなでしょうか。 

●西嶋議長 

番外、産業振興課長。 

●烏田産業振興課長 

まあ２年、３年前から川鵜のことについては、漁協とも協議をしておりますが、江の川

水系、江の川を一体として考えた川の駆除、そういうものも提案しておりますので、そこ

ら辺で、漁業関係者の方と協力しながら支援をしてまいりたいと思っております。 

●西嶋議長 

以上で、議案第２１号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２２号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第２２号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２３号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第２３号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２４号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第２４号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２５号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 

●西嶋議長 

ないようですので、議案第２５号の質疑を終わります。 

続きまして、議案第２６号に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声） 
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●西嶋議長 

ないようですので、議案第２６号の質疑を終わります。 

以上で、議案の質疑はすべて終了いたしました。 

日程第３、議案の委員会付託を議題といたします。 

お諮りします。 

予めお手許に配布してあります議案付託表のとおり、各委員会へ付託したいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

●西嶋議長 

ご異議なしと認め、付託表のとおり各委員会へ付託いたしますので、ご審議の程、よろ

しくお願いいたします。 

以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。 

次の会議は、１０日木曜日、定刻より開きます。 

本日は、これをもちまして散会といたします。 

なお、この後、午後１時より、みさと館町民ホールにおいて、予算特別委員会を開きま

すので、よろしくお願いいたします。 

ご苦労さまでした。 

 

（ 散会 午前 １１時５５分 ） 


